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に

　 ・都市 間における人やモノの 動現象や 現象

を な ータを用いて分 し 読み くという研究を

行っている． 存の ・都市 間には記述できない ど

の情報 が存 し 新規の ・都市 間にはまだ情報

が生み出されてはいないが どちらもそのままの情報を記

述することは である．そこで 動現象は に 動と

いう に 象化して置き換え 現象は人が集まる場

という に 象化して 換することで ータ 無意

に活動した人 の行動の集 から 都市や人 の動態を記

述している．本稿では 体 として 都市ス ールの職

分 配置 ス ールの ツールとしての 理モ ル

人が集まる場としての 合 の 究の３ を取り

上 紹介したい．

に

　 にわが国は2005年を に人 期に 入しており

現 の都市をそのまま するためには 大なエ ル を

必要とする．国 通 はコン クト・プラス・ ットワー

ク構想を ち出し 都市機 を公共 通機関 に集約す

ることで インフラ 等の都市コスト へ動き出して

いる．そこで 現 の都市施 を したまま職 施 の

最 配置を 出することで 今後の都市 施 へ提言出

るのではないだ うか．

　図１のように都市モ ルを構 し 都市内には通勤・通

学コスト 行動コスト コストの３種類があると

定し 都市内のコストが最 となるような 理モ ルの

を 出したい．都市内のコストが最 化された 態とは

用が最 化された 態だと考えられ 都市機 を

するための 用が最 となる 態でもある．

　 指定都市を中 に国内10都市の実 ータを用いて

ラメータ を行うと 都市内におけるコストは70～80

は 行動コストであり 通勤・通学コストは10 以下で

あることが明らかとなった．これはコン クト・プラス・

ットワーク構想とは正反対の結果を示しており 公共施

の集約化は重要であるものの を する必要性

は とんどないということを示している．加えて 今の

コロナ に 表される職場 ・ 動 の 化を都市モ

ルに組み込み 島県を に再 すると 現 の職

施 分 が最 化された 態であることが 明した．自

な意 定に基 く行動によって 都市 間の 容が行わ

れているという論理を裏 けるものであると考えている．
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　都市 間のス ールを ス ールまで とし込み

面最 化のモ ルを構 したのが２つ目の研究 であ

る．従 の では 者の経験によって 面

が行われているが 機 が 含された 合施 の 要が

高まり 面 に ーニングという を取り入れる必

要性が高まっている．そこでA   Cという３種の異なる

ーニングの分 と 各 ーニング内における部 分 お

よび異なる ーニング間でも 接関 を担 する 理モ

ルを構 し L型の 形 面の分 を に 証を行っ

た．ここで部 形 は同面 であれば正方形に近 く ど

長が くなることを 用し 目的関 を内 長さの最

化と 定している．図２は最 と経験則による を示

しているが A   Cの３つの ーニングが要 している面

は全て等しく18 と 定しているため 図２ c）のよう

に 面 を行うことが無理がないように えるが その

場合は図２ a） ）と異なり内 の長さが長くなる．

のような さな 面 では１mの は とんどないが

大な 合施 の では コストや 期に 大な影響

を及 す 題である．一施 一機 という前提から 合

化することによって生活の価値を 上させる必要性が高

まっている現 では を行う前段 での ーニング

に用いることのできるモ ルであると言えるだ う．

　 もが でともに らすことを目的として 生

は 所（ 共生型サー ス）の を推 してお

り 高 者施 と 施 の 合化が全国で がりを見せ

ている．そこで これまで単体で われていた両施 が

合化することによって創出される意 や価値を体 的に

理し 合施 を ・ する段 や 成後の ・

共 プログラム プロセスの 意 を取りまとめている．

　人 が いエリ には自 と 施 も くなることが

想されるため 東京都を く東日本22県の施 を人

で することで基 化を行い すると 人 集中

では 合施 が とんど存 しないが では非

常に高い 合で存 することが明らかとなった．いまだに全

国の 施 が された ータ ースは存 せず ー

タ ースは構 中であるが 2021年 中には 成する 定

である．そこで めて立 特性を明らかにしていきたい．

　上述した３ は それぞれス ールや うモ ルは異

なるが 人 の無意 の行動の による ータを用いて

・都市 間を記述するという では一 している．今

後も分 方法論としての ・都市 間の記述に まるこ

となく 価値創造としての ・都市 間の インも含

めて ス ールを横 しながら研究に んでいきたい．

 

図３．ス ールの行き による ・都市 間の記述と イン
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